
1. 研究の背景と目的　コワーキングスペース ( 以下

CWS と表記 ) とは、異なる業種の利用者達が空間を

共有して仕事を行う場所である。日本において CWS

という名称が初めて使用されたのは 2010 年であり、

その後全国に普及した。近年では、COVID-19 やネッ

ト環境の普及等、社会状況の変化によりその役割・

形態・コンセプト・立地は多様化している。そのよ

うな状況下で 2019〜2022 年においては、主要都市

部だけでなく地方都市でも CWS の増加傾向がみられ

た　。また地方都市の CWS では、交流や協働の創出、

地方創生といったコンセプトについてホームページ

に明記した事例が複数確認でき（図 1)、今後のま

ちづくりに寄与する役割を担う意識が感じられる。

現在、人口減少が加速する地方の市町村で人々が活

きつづける環境をつくる手がかりの 1 つとして CWS

の可能性が考えられる。そこで本研究では CWS の空

間の構成要素、需要と運営状況、交流創出、地域と

の関係性を読み解いて得た知見をもとに、これから

の CWS のあり方を提案することを目的とする。

2. 研究対象　中部・東海地方の地方都市（人口 10

万人以下の市町村）に分布する CWS について、イン

ターネット検索によりホームページ等を閲覧するこ

とができ、現在運営されていることが確認可能な

88 事例を抽出し、本調査の対象とした。

3. 研究方法と概要　アンケート調査および実地調

査、インターネットによる事例調査を用いて地方都

市の CWS（一部 CWS の機能を有したシェアオフィス

も含む）の現状、空間要素、運営状況と交流創出、

立地と外部との関係性を明らかにすると共に、得ら

れた調査結果を活用して敷地を選定し CWS の設計計

画に取り組む。

4. 地方における CWS の現状　3. に示す方法で調査

を行い、主に『CWS の空間構成要素』と『交流の状況』

について分析を行った。アンケート調査では対象と

した 88 事例の内 30 事例から回答を得られた。

4-1. 地方都市の CWS の空間構成要素　調査により

確認できた 9 種類の空間要素とその空間を保有する

事例の数・割合を図 2 に示す。加えて、特徴的な空

間として、景観が見える空間や地域・仕事の情報が

集まる空間、産業もしくは文化に関わる空間が見ら

れ、それぞれ約半数の事例で設けられていた（図

3)。このことから地方都市の CWS は、景観、情報、

産業と文化への意識が高いことが考えられる。また、
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図 2　各空間要素とその空間を保有する事例数・保有割合

設けている 設けていない

図 1　地方都市における CWSのコンセプト内のキーワード数

図 3　景観・情報・産業と文化に関する空間を保有する事例数・保有割合

図 4　既存建築のリノベーショ
ンをして活用しているかについ
てとその目的

表 1　既存建築の活用について（記述回答から抜粋）

図 5　利用者同士の交流についての質問項目と回答

図 6　交流に関する質問項目と空間要素に関する質問項目の相関性について
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既存建築をリノベーション・用途変更している CWS

は 30 事例中 19 事例（63%）であり（図 4）、その理

由として「休眠施設の復活により街が活性化する」

や「築 150 年の古民家をリノベーション、まちに価

値として残る空間・建物とする」、「改装を最低限に

してイニシャルコストを抑える」という意見が記述

されていた (表 1)。

4-2. 交流の状況　利用者同士の交流について図 5 に

示す。異なる仕事を行う利用者間でのコミュニケー

ションについては半数近くの 14 事例（46.7％）で

見られることが読み取れた。

4-3. 交流創出に関係する空間要素・空間の利用状態
アンケート調査の結果から相関分析等を用いて交流

創出・利用者数に対する空間要素・空間の利用状態

を分析した。交流に関する質問項目と空間要素に関

する質問項目の相関性を図 6 に、空間要素の有無と

交流の状況について図7に示す。利用者がCWSの様々

な場所を活用して働いている状態の事例で利用者同

士の交流が発生している割合が大きいことが読み取

れた。また地域の情報・仕事の情報が集まる空間と

地域の産業もしくは文化に関わる空間を保有してい

る事例は交流創出が発生している割合が大きいこと

が読み取れた。

4-4. 立地及び外部との関係についての調査　アン

ケート調査の回答をいただいた 30 事例の CWS につ

いて、その立地図、ファサード写真等のデータシー

トを作成し（図 8）、立地（最寄駅までの距離や近

接して存在する空間・施設機能）、各事例の外部空

間との関係性について明らかにした。30 事例の CWS

の内 14 事例（46.7%）が歩行者用道路・一般道路に

面しており、かつファサードを通して内部が外空間

から明確に視認できる状態であった（図 9）。また

これらの CWS では 1ヶ月の平均利用者数が 225.96

人であり、それ以外の事例に対し大幅に多いことが

読み取れた（図 10)。CWS から最寄駅までの距離に

ついて、最寄駅から 1000m 以内が 30 事例中 17 事例

（56.7%）であり、過半の事例が立地していることが

分かった（図 11)。

5. まとめと展開　分析にて景観や情報、産業や文化

に対して意識を持つ CWS の空間を示し、また複数の

地方都市の CWS で交流が生まれている状況を明らか

にした。調査を踏まえ、地方都市の CWS において「交

流創出に繋がる空間要素」、「地域の価値に繋がる空

間要素」、「外空間と人に繋がる空間要素」となる可

能性を持つ空間の状態と性質を示す（図 12）。これ

らを活用し、人と人、人と地域を繋ぎ、地域に価値

を生む CWS の試作を行う。試作における敷地は、継

続的な人口減少で人口が 10 万人に近づく地方都市

である愛知県瀬戸市から選定することとする。

図 8　CWSの外部空間との関係性と立地の分析表（例）

図 9　CWSの外部空間との関係（道路との関係と外部からの内部の見え方）

図 7　空間要素の有無と交流の状況

図 11　各 CWSからそれぞれの最寄駅までの距離　

図 12　調査分析から得られた 3種類の繋げる空間要素

図 10　CWSと外部の関係に対
する 1ヶ月の利用者数の平均値
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6. 愛知県瀬戸市の現状　愛知県瀬戸市は平安時代か

ら続く瀬戸焼の産地である。中心街には歴史ある商

店街等が立地し、窯垣や陶土採掘場、窯元やギャラ

リーなど地域固有の風景や産業、文化が残る。また

名古屋市の中区栄駅に直通する名鉄瀬戸線の終点

駅、尾張瀬戸駅が位置する。一方で、人の繋がりが

希薄化し街の空洞化や日常の活気が失われている状

態が進行している (表 2）。

7 . 敷地の選定：愛知県瀬戸市旧瀬戸村地域　選定

は、CWS の立地及び外部との関係の調査の結果を参

考とする。最寄駅との距離が 1000m 以下であり、空

き家・空き地の数と割合が町村の中でも高く、地域

固有の景色や産業・文化が特に視覚的に表れている

旧瀬戸村地域湯之根町・宮里町の区域を敷地の選択

範囲とし（図 13）、その中から連続的に存在する空

き家及び空き地を 2箇所選定した（図 14）。

7-1.SITE1 の詳細　明治時代に建てられた工房が空

き家となったものがあり、本設計に活用する。また、

窯垣を使用して造成された土地も存在し、瀬戸的風

景が多く残っている。

7-2.SITE2 の詳細　接道のない複数の空き地であり、

いくつかの造成レベルや傾斜のある奥まった敷地で

ある。窯垣が点在し、また敷地北西より南東方向に

向かって、街の風景が広がる。

8. ターゲットの決定　アンケート調査で行った地方

都市の CWS における利用者の種類に関する調査と瀬

戸市に既に存在する CWS の利用者を図 15 に示す。

本提案におけるターゲットを地元ワーカー、名古屋

在住のワーカー、多拠点居住者、観光客とする。

9. 全体計画：働・暮・観を繋ぐ半公共的コワーキン
グスペースの提案　本提案は 5. で示した空間要素

を活用し、ワーカー同士、ワーカーと瀬戸に存在す

る暮らしや観光に繋がり及び新しい流れを生むこと

を目的とする。そのため敷地周辺の動線や地域の観

光・娯楽・歴史・景観スポットに人を導くような空

間性を持つ CWS を設計する。また建築空間の中に、

4-1で示した9種類のCWSの空間構成要素を配置し、

働く空間に多様な選択肢をつくる。また周囲の地域

特有の風景に対して開く形とする（図 16）。全体計

画のアイソメ図と各空間のシーンを図 17 に示す。

9-1.SITE１の設計：歴史的風景の中で働く空間　新

築する部分は「外空間と人に繋がる要素」よりファ

サードが道路に接するように CWS を設計し道路側か

ら人々を誘引する効果をつくる。また、屋根や開口

の形状を周囲の建物や地形の角度を参考に決定する

ことで建物を馴染ませる。敷地内では窯垣に対して

開いた空間とすると共に、もとあった敷地内の動線

を強調する形で建築を展開する。既存の旧工房は梁

や柱等の骨組みを残して改築し、キッチン・カフェ

瀬戸に既に存在するCWSの利用者の割合（ヒアリングによる調査）

図 14　敷地および周辺の図・地形図

図 15　地方都市における利用者の種類と瀬戸市に既に存在する CWSの利用者

図 16　全体計画のダイアグラム

表 2　瀬戸の CWS運営者に対するヒアリング調査の質問と回答（記述回答から抜粋）

図 13　敷地の選定範囲と周辺の状態
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図 17　全体アイソメ図と各空間のシーン
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とメインオフィス・作業室・ギャラリーとする。棚

等家具には既存建築解体時に生じた材を活用する。

9-2.SITE2 の設計：街の道と暮らしがある CWS　人

と人、人と地域の繋がりを生む動線的な空間の中に

焼き物体験やイベントに使用できる空間、都市在住

のワーカー・多拠点居住者のための宿泊機能、契約

利用により複数人で利用可能なオフィス空間を作

り、それ以外の空間をライブラリ（まちの本棚）、

リラックススペース、オープンなワークスペース、

景観を楽しむ空間として地域に開放する。その他中

心部の広場には、焼き物体験で制作したものを焼く

窯がある。また、リラックスしたりお店を出したい

利用者の出店スペース・等自由に活用される。

10. まとめ　設計計画では CWS を働く場所としてだ

けではなく、地域や観光を巻き込む動線的な空間と

して街に開くことで交流創出や活発な情報共有、多

様な働く場所の提案に繋がることを目指した。地方

の希薄化した繋がりを再構築し、多様な人が集まる

まちづくりのきっかけとして、今後も CWS について

より発展的な議論や提案が必要だと考える。
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SITE1　メインオフィス

柱・梁を残し、劣化した壁体を改修。外部に内部空間を見せ
るため多くの部分でガラス張りとする。バルコニー部分では
既存の横架材をベンチとしても活用する。

歴史を感じさせる既存の梁を見せた空間づくりが利用者
に安心感と温もりを与える

小規模の菜園・キッチンとカフェその他

オフィス・リラックススペース

ライブラリ・リラックススペース

契約オフィス・倉庫・宿泊スペース

ワーカー

地面には陶器の板が敷き詰められ、めくると野菜が育つ
粘土質の良土がある。近隣住民の菜園となったり、採れ
た野菜をワーカーが調理したりと両者の繋がりを生む。

オフィス・作業室 ワーカー・地域住民

ワーカー・観光客

窯垣に包まれるようなオフィス空間。ワーカーのオフィ
スであり観光客の休憩スポットとなる。

道に大きく開き訪れる人の目を引くファサード。繋がり
を生む空間の起点となる。

ワーカー（継続利用者）オフィス

ワーカー・観光客・地域住民

瀬戸の風景を切り取る縁側空間。地域の姿と繋がる。

宿泊スペースワーカー（都市在住者・多拠点居住者）

広場・出店スペース・窯 利用者の指定なし

主に都市在住や他拠点居住のワーカーを対
象とする。空きがあれば観光客も利用可。

ワーカーとまちの人が共有する本棚でありライブラリ。
知識や興味が共有される場所。働ける空間も有する。

ライブラリ・オフィス ワーカー・地域住民

陶芸イベントや焼きもの作品の展示に活用される。ワー
カーや地域の子供達を対象とした陶作教室を定期開催。

繋がりを生む空間の中間地点に位置し、倉庫や複数人が
利用できるスペースとして活用（契約オフィス等）。

工房・ギャラリー・イベントスペース 利用者の指定なし

ワーカー（契約利用者）

SITE1

契約オフィス

倉庫

SITE2

ギャラリーバルコニー

メインオフィス
エントランス
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